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例 言

1本 書は、平成21(2009)年 に実施 した長野県飯 山市大字照岡字原に所在する東原

遺跡の緊急発掘調査報告書である。

2本 調査 は、長野 県北信建設 事務所か ら依頼 を受 けた飯 山市教 育委員会 が、平成21

年6,月23日 よ り同年7月10日 まで現地調査 を行 い、整理作業 は同年9,月 ～12月

まで飯 山市ふ る さと館 で行 った(委 託契約額965,000円)。

3調 査体制 は以 下の とお りである。
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市教育委員会事務局主査(～ 平成21年11,月30日)

調査担当者 望月 静雄 飯山市教育委員会事務局職員

山本 伊都子 市教育委員会ふるさと館職員

藤沢 和枝 市教育委員会ふるさと館職員

作業参加者

整理作業参加者

小 田切英 一 ・吉越秋彦 ・小 田切祥 時 ・小 田切幸江 ・鷲尾国雄 ・小

田切 忠志 ・久保 田具次 ・武井 昭浩 ・高橋浩一 ・小林正 子

藤 沢緑 ・小林正子

4発 掘調査か ら報告書作成において、下記の機関・諸氏からご指導、ご協力を賜った

記して厚く御礼申しあげる。

長野県北信建設事務所 ・桑名川区(田 中信明区長)・ 常盤井智行

5本 報告書の作成 ・執筆は望月が行ったが、時間の制約もあり事実記載にとどめた。

配石墓については、平成22年3月 刊行予定の奥信濃文化において報告し責を果た

したい。
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第1章 遺跡の位置 と環境

1地 理的環境

東原遺跡は、長野県飯山市大字照岡字原に所在する(図1)。

甲信国境に源を発する千曲川が、信濃に残す最後の平が飯山盆地である。飯山盆:地を

過ぎると、千曲川は信越国境の峡谷地帯(通称市河谷)を 流れる左岸に立地 している。こ

の付近は両岸まで山地がせまりほとんど平坦地はないが、遺跡の所在する原地籍は千曲

川の河岸段丘や後背湿地が存在し、小さな平坦地を形成している。遺跡は、このうち千

曲川の形成した河岸段丘面に位置し、現在では遺跡の一部が千曲川の攻撃斜面によって

削り取られている。

遺跡の範囲は住宅等が建てられており、いまひとつ明確ではない。過去の調査、研究に

よれば旧桑名川郵便局、すなわち今回の調査地を中心として微高地全面に広がるらしい。

西北側は約100mで 通称岡山上段と呼ばれる高位段丘面の段丘崖に接するが、その間は凹

地状の湿地帯が広がる。このほぼ中央をJR飯 山線が走っている。

図1遺 跡の位置(1=50,000)
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2歴 史的環境

信越国境の千曲川峡谷地帯における埋蔵文化財包蔵地はいまひとつ明確でないのが

現状である。これは多くが山林であり遺跡の所在が明確でないこと、大規模開発に伴

う調査が少なかったことによる。ただし、平成になって以降通称岡山上段地域におい

て関東農政局による農地開発が行われ、それに伴う調査で多くの遺跡が確認された。

また、下高井郡野沢温泉村では、村史編纂や国道バイパスに伴 う調査によって遺跡

の所在も徐々に判明してきている。以下に大まかではあるが年代別に説明したい。

旧石器時代 飯山盆地から栄村 ・新潟県津南町にかけては、旧石器時代の遺跡が密

集することで知られている。東には栄村小坂遺跡、飯山盆地内には飯山市太子林 ・日

焼 ・上野 ・関沢の各遺跡など著名な遺跡が多い。図1は そ うした遺跡の中間地帯にあ

たり、飯山新堤(14)・ トトノ池南(19)遺跡、野沢温泉村蕨平遺跡(36)な どは石器群も豊

富である。特に トトノ池南遺跡は、エンド・スクレイパ,_を 主体 とする石器群で注 目

されている。今後ともこの地域に良好な旧石器時代の遺跡が発見される可能性が高い。

縄文時代 最古の縄文時代遺跡としては飯山市カササギ野池遺跡(8)で爪形文土器 が

発見 されている。飯山地方では最も古い縄文遺跡である。そのほか、大原 ・鳴沢頭遺

跡(14)で表裏縄文土器や押型文土器が発見されている。遺跡の規模は小規模である。中

期には野沢温泉村岡ノ峯 ・平林 ・七ヶ巻、飯山市向原遺跡などがある。そして、後期 ・

晩期になると東原遺跡が筆頭に上げられる。古くから知られた遺跡で、昭和18年 に藤

森栄一氏が 「信濃下水 内桑名川の土器」として発表されて以降、長野県内でも縄文後

期の遺跡 として著名である。野沢温泉村蕨平 ・岡ノ峯など遺跡数は少ないが大規模で

豊富な内容を持つ遺跡が現れる。蕨平 ・岡ノ峯遺跡では石棺墓が発見され、縄文時代

の墓制研究の重要な遺跡となっている。

弥生時代の遺跡は、飯山盆地を北限として本地域には確認されていない。太型蛤刃

石斧や弥生式土器細片が採集されることもあるが、生活していたと証する資料に欠け

ている。現在のところ、水稲耕作を新たに生業に加えた弥生文化は当地方まで波及 し

なかったと考えられるのである。

古墳時代の遺跡も確認 されていない。ただし、東原遺跡に近接した馬場地籍には二

基の古墳が確認されている。また、JR飯 山線の敷設に際して、付近 より土取 りした

時に勾玉や直刀が発見されているので、そのほかにも古墳が存在していた可能性が高

い。これらの古墳については、生産基盤を有していた結果と視るよりも街道 との関係

で築造されたとする意見が強い。

平安時代になると再び遺跡が多く確認されている。飯山市長者清水(12)・新堤 ・トト

ノ池南遺跡、野沢温泉村虫生A(31)、 平林(30)遺跡などである。いずれも小規模で、集

落を形成していたかどうかは不明である。

引用 ・参考文献

飯山市教育委員会1986『 飯山の遺跡』

野沢温泉村教育委員会1994『 蕨平遺跡』

2



1.東 原

5.雨 池(縄)

9.水 の沢(先 ・縄)

13.カ ツ ボ池上(平)

17.温 井(仮 称 、先)

21.上 塚(先)

25.中 外(先 ・縄)

29.平 林A(縄)

33.ア サ ビラ(縄)

2.下 り尾(縄)

6.藤 屋 の堤(縄)

10.オ リハ ンザ(先 ・縄)

14.鳴 沢 頭(縄 ・平)

18.ト トノ池(縄 ・平)

22.カ ツボ池(縄 ・平)

26.坪 山(縄)

30.平 林B(平)

34.池 ノ平(縄)

3.西 大 滝(縄)

o休 場(縄)

11.温 井 城

15.新 堤(先 ・縄 ・平)

19.ト トノ池南(先 ・縄 ・平)

23.下 境(平)

27.重 地 原(縄)

31.虫 生A(平)

35.二 座(縄)

図2周 辺の遺跡(1=25,000)

3一

40大 滝 城(安 土桃 山)

aカ サ サ ギ野池

12.長 者 清水(平 ・中)

16.中 塚 谷地(先 ・平)

20.西 外 峰(先 ・縄)

24.雨 池 グラン ド(先)

280岡 ノ峯(縄)

32.虫 生B(縄)

36。 蕨 平(縄)



第2章 調査経過

1調 査に至 る経過

本調査 は、長野県北信建設事務所 が県単交通安全対策 として計画 した、(一)箕 作飯 山

線 桑名 川～和水 その1の 道 路改築事業 によるもので ある。計画 はかな り以前 か らな

されてお り、平成8年 度 の築堤 工事 に よる発掘調査 時において も拡 幅の計画 は知 らされ

ていた。

本工事 に伴 う調査 が具体化 され たのは平成19年 で、当初 は平成20年 度事業 として

予定 され た。そ の後予算等 の関係 もあ り、平成20年7,月 の協議 において21年 度事 業

として実施す る ことが正式 に決定 した。

平成21年

5月28日 北信建設事務所長 か ら見積書提 出の依頼が ある。

6.月2日 飯 山市長名 で見積書 を提 出す る。

6,月10日 長野 県北信建設事務所長 あて飯 山市長名 で請書 を提 出。(契約額965,000円)

6.月23日 ～7.月10日 発掘調査

7月13日 埋蔵物発 見届 、埋蔵文化財保管証、発掘終了届 を関係機 関に提 出。

7月24日 埋蔵物 の文化財認 定及び 出土 品の帰属 について の通知が ある。

8月19日 予想 以上の遺構、遺物の発 見があったため、発掘整理作業 が当初の完 了期

間9,月4日 までに終了できない見込み となったため、同年12月25日 まで

の変更契約 を結 ぶ。

8月 ～12月 遺物 洗浄 ・注記 ・接合 ・実測 、図面整 理、 トレース、図版 作成、原稿執

筆 、報告書刊行。す べての作業 が終 了す る。

2調 査区の設定

調 査 区は、前回 の調査 区 と事前 に併せ ることができなかったため、独 自に設定す る こ

ととした。堤防敷地 と道路の境界杭 を利用す るこ ととし、2点(B1及 びB5)を 見通 して

1か ら番 号を付 す こ ととした。

図3調 査 区の設定(1=1,000)
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3調 査 経 過

6月18日(木)対 象地事前踏査

調食区域

6月23日(火)調 査区草刈、グリッ ト設定。調査

区は包含層まで浅いため人力 で調

査 の予定であったが、草刈後、堤

防残 土が盛 られていることが判明。

人力での調査は困難 と判断 し、急

遽明 日ミニバ ックホー を投入す る

こととす る。

調食区草刈作栗

6月24日(水) 対象地バ ツクホー によ

る表土除去を行 うが、

完 了できず。明 日続行

予定 とす る。

ハ ツクホー による表工隙云

一5一



6.月26日(金)

6.月29日(.月)

午前9時 調 査 開始式 。 あい さつ 、 自己紹介 、発 掘 手順 紹介 等 を行 う。

杭 打 ち作業 とともに、B-8・7か ら着 手。B-8で 土坑2、 ピ ッ ト16を 確 認 す

る。B-6・B5に 着 手す る。B-7完 了、遺 構 は ない と思 われ る。B8のP8か ら

半完形 の土器 が伏せ た状 態 で 出土。骨 片 が認 め られ る。B8のP4か ら石 鍛

が 出土。

B-10・9着 手。 旧住 宅 の基礎 があ る ものの一部 に遺 構 を確認 。B10東 隅 に

焼 土確 認 、炉 か。B5・6調 査 、 ピ ッ ト ・土坑 を確認 す る。 夕刻 か ら遺構 の

掘 り下 げ を開始 。

`

b8遺 構全体 調:盒 風:景:

6月30日(火) B-3・2区 着手 旧駐在所跡 撹乱が著 しいが、間に配石墓 らしき石組み遺

構が2箇 所以上:確認。土器 比較的多 く出土。精査続 ける。B-81/20に て平

面図実測

B3配 石墓

7 ,月2日(木)B-3・2区 続行 配石 墓 をSK

とし1か ら3ま で付 す。SK1

確認 写真 の後 掘 り下 げ。底 部

に敷 石。南側 は破 壊 され てい

る。SK2底 部 敷石 のみ 写真 。

SK3精 査 写真未 了。B2区 に

も2基 程 度 あ るか と思 われ

るが 、破 壊 が著 しいの で不 明。

B9遺 構 精査 。確 認 面写真。B

10ピ ッ ト等掘 り下 げ。B5～7

内 ピ ッ ト等掘 り下 げ、完 了。

B5～7全 体写真 済み。
配伯墨群ω調宜
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調査風景

B3区1号 配石墓検出状況
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7,月3日(金)B-3・2区 続行 配 石墓 をSK1～3精 査。 すべ て写真 撮影 完 了。

SK2平 面 図藤澤 。SK1着 手、未 完 。B3区SK4ま で確 認。B2区 配:石墓2基 確

認 。ほか1基 ほ とん ど破壊 され た状況 で確認 。B5～7区 、藤 澤 平面 図 作成 。

新 た な ピ ッ ト掘 り下 げ。B9土 坑 等完 了。 写真 撮影 済。B12区 着手 遺 構 は

ピ ッ ト程 度 の模様 。

B3区3号 配石墓 確認状態 同3号 完掘

7,月6日(月)B-3・2区 続 行。 工事破 壊 と思 われ た下 部 に も配石 墓確認 、掘 り下 げ。B12

精 査。 ピッ ト掘 り下 げ。完 了。B9・12平 板測 量完 了。1号 ・2号 図面 作 成。

蓋 石 レベ ル と りなが ら除去 。掘 り下 げ完 了。 作 業員解 散 とす る。配 石墓 平

面図 実測 作業 を除 き、調査 完 了。

酒

B2区1号 ～5号 配石墓付近

7.月10日(金)配 石 墓群1/20に よ り平 面図 実測作 業 ・レベル とも完 了

B3区1号 ～4号 配石墓付近

雨天の中での測図作業
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第3章 発見された遺構 と遺物

1遺 構

本調査により検出された遺構は下記のとおりである。遺構の番号は、発掘時に基本的

にグリット毎に付 したため、変更すると紛らわしくなると判断し、そのまま報告するこ

ととする。

調 査 区 調 査 面 積 検 出 さ れ た 主 な 遺 構 備 考

A・B-2 30m 配石墓5 撹乱部分多い

A・B-3 30m 配石墓5・ 土坑2 撹乱部分多い

B-4 3m (配石墓1B3に 含 め る)

B-5 20rri 土坑2・ 柱 穴4

A・B-6 26m 土坑2・ 柱 穴6

B-7 25m な し コ ン ク リ.___ト 塀

A・B-8 28Sri 土 坑1・ 柱 穴16

B-9 18m 土坑1・ 柱 穴5 建物の基礎あり

A・B-10 35m 柱 穴6・ 火 炉1 建物の基礎あり

11 一 撹乱著しく調査不可

12
一 撹乱著しく調査不可

13 18m 柱穴5

計

233m 配石 墓10

柱穴37

土坑8

火炉1

表1発 掘面積及び遺構一覧

A配 石墓

長方形 の穴 を掘 り、平石 を底 面に敷 き詰 め、側面 にも石 をめ ぐ らし、さらに蓋 を した

と考 え られ る縄文時代の埋葬施設 で、 「石棺 状遺構 」 と呼ぶのが よ りふ さわ しい と思わ

れ るが、古墳 の石棺 と混 同 され る恐れ もあ ることか ら、ここでは配石墓 と呼称 して記 述

す るこ ととす る。

B-2区 及 び3区 において集 中 して検 出 されてい る。平石 を底面及び側面 に箱状 に並 べ

てい る。蓋 も存在 していた と思われ、一部 にその痕跡 が残 され ていたが、、大半 は後世

の撹乱 によ り除去 されてい るもの と判 断 され た。各配石墓 の規模 は表2の とお りで あ る。

2区 においては5基 検 出 され てい るが、1号 以外破壊 の度合 いが著 しいた めその全容

は不 明である。1号 配石墓 は、北端部が検 出で きなかったがほぼ遺 されていた。2及 び

3号 配石墓 は底 面の敷石 が遺 されていたが、全容は不 明である。4号 配石墓 は底面敷石

及び袖石 が確認 され てい る。5号 配石墓 は急激 に斜面 となる地 区で、か な り深 くな って

い たため、長軸東端部 の一部 の検出 に留まった。蓋石 は確認 できなか ったが、底面敷 石 、

袖石 とも明確 に確認 できてい る。なお、4号 と5号 は一部重複 してい るが、その後 の破

壊 のためか切 りあい関係 は不 明で ある。

3区 で も同数:の5基 が確認 されてい る。建物 があった場所で、多 くが基礎 コンク リー
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図4遺 構分布図1(1:50)

10



図5遺 構分布図2(1=50)
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図6遺 構分布図3(1=50)
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図7遺 構分布図4(1=50)
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図8遺 構 分布 図5(1=50)
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ト等のた めに破壊 されてい るが、比較的上部 での破壊 に留 まってい る部分 もあ り、一部

が確認 されてい る。1号 配石 墓 は、水道 管敷設や基礎 コンク リー トに よ り、長軸 の西半

分が破壊 されてい るほか、水道管敷設 のため袖石 がかな り動 か され ている痕跡 が伺 えた。

東端部 には一枚 の蓋石が確認 されてい る。2号配石 墓 は、底 面敷石 一部 の検 出であるが、

袖石 を立て るための据付痕が認 め られ てい る。3号 配石 墓 は、今 回の調査 で最 も良好 に

遺 され た遺構 で、蓋石 も確認 され た。ただ し、底面 には段差 があ り、前 回の調査 で考 察

した地震 に よる痕跡 か もしれ ない。5号 配石墓 は、長軸端部付近 のみの検 出である。

以上2・3区 で検 出 され た配石墓 は合計10基 で あ り、密集 しているこ と、当該場所 が

かな り破壊 され ていなが ら10基 検 出 されてい るこ とを考 え合 わせ る と、 この場 所 は明

らかに墓域 であった ことが推 定 され る。

名称 計測値(cm) 備 考

長径 短径 深さ

B-2SK1 (200) 60 22 底面敷石に段差あり

SK2 一 一 一 底面敷石残る。側石破壊

SK3 一 一 一 敷石残る 略完形土器出土

SK4 一 (60) 28 敷石 ・側石残 る

SK5 一 70 30 一部のみの検 出

B-3SK1 (200> 75 25 水道 ・建物基礎により一部破壊 土器片

SK2 (200> 85 一 底面の平石 ・側石埋め込み痕跡 土器片

SK3 (lso) 70 22 蓋石1枚 残 る 土器片

SK4 一 一 一 破壊著しく詳細不明

SK5 一 80 17 一部のみ残存

計測地のOは 推定 一は不明

表2配 石墓計測値一覧

B2区 調査風景(右 側の集石は二次移動によるもの)
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B3区 調査風景

B2区 配石墓
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B3区3号 配石墓(左)とB2区1号 配石墓

B3区1号 配石墓
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B3区2号 配石墓

B土 坑(SK)

各 グ リッ トか ら検出 された遺構 の うち、柱穴 よりも規模が大 きなものを一括 して土坑 と

した。その内容 は、墓趾の可能性 のあるものや住居趾の柱穴であるもの もあるのか もしれ

ない。各 グリッ ト別 の土坑計測値 は表3の 通 りである。

3区 の土坑 配石墓 に近接 して2基 が検 出されている(SK6・7)。6号 土坑は3区SK3と6

に接 してお り、6号 に附属するものであるか もしれない。底面か ら粗製土器の破片が並べ ら

れたよ うな状態で検出 されている。7号 は配石墓底面に使用 され る平石で、土坑の中に縦 に

入れ られている。性格 は不明である。

他の区域では、性格不明の土坑が多いが、8・9区で検 出された各1号 土坑(B8SK1・B9SK1)

はその平面形態か ら墓坑の可能性 が高い と思われる。

名称 計測値(cm) 備 考

長径 短径 深さ

B3SK6 60 60 20 粗製土器片

SK7 80 (60) 56 平石2枚 が縦に入る

B5SK1 74 74 28 中ほどに平石が水平に置かれる

SK2 114 70 52

B6SK1 90 90 140

SK2 150 80 24

B8SK1 190 80 14 墓趾の可能性あり

BgSK1 160 62 13 磨製石斧 ・石棒状石製品

表3土 抗規模計測値
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B3区6号 土坑の土器 B9区

　
1号 土坑出土の石棒状石製品

C柱 穴

柱 穴も多 く検 出 されたが、住居趾 と確 実に判断できるものはない。各柱穴は計測値 は次

のとお りである。

名称 計測値(cm) 備 考

長径 短径 深さ

B-2P1 38 34 22

P2 42 38 23

P3 68 50 40

P4 40 34 14

B6P1 38 30 9 土器片 ・石鎌出土

P2 50 32 11

P3 74 54 46

P4 62 34 18

P5 34 34 20

P6 42 32 11

B8P1 34 32 9

P2 28 22 12 土器片

P3 32 28 15

P4 28 22 7 石鍛出土

P5 16 16 8 土器片

P6 36 36 15

P7 40 38 8 土器片

P8 42 28 8 土器片 ・骨片出土

P9 38 24 14

P10 42 42 8 土器片

P11 38 28 9

P12 24 24 8

P13 20 20 10

P14 60 50 20

P15 16 16 5
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P16 24 24 9

BgP1 62 41 9

P2 37 22 5

P3 80 40 21

P4 72 43 13

P5 40 40 30

B10P1 86 80 35

P2 110 70 8

P3 16 16 5

P4 50 40 7

P5 40 34 7

P6 84 78 10

B13P1 82 70 27

P2 60 44 13

P3 52 44 14

P4 82 70 27 土器片

P5 86 46 14

表4柱 穴計測値一覧表

B8区 の柱穴群(手 前は1号 土坑)

2遺 物

A土 器

各遺構 か ら遺物 が出土 したが、多 くは小破 片であ り報告 できる資料 は少 な く、写真 で

3点 を報告す る。

B3区SK3か ら出土 した土器 は、浅鉢形土器であ る。接合 できなかったが、 口縁部 の

破片 も出土 してお り、完形 品が後世 に破壊 された可能性 が高い。内外面 とも丁寧 に ミガ

かれ 、底部 には網代痕 が残 る。B3区SK6出 土土器 は、粗製 の深鉢形土器 である。 胎土

に砂粒 が多 く含 まれ る。B8区SK8出 土の土器 は、小型 の浅鉢で ある。網代痕 は消 され

ている。

以上の土器は、文様 のわかる資料ではないが縄文後期の加曾利B式 のもの と考え られ、

これまでの東原遺跡の主要 な年代の土器である。
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B3SK3出 土 土器

B3SK6出 土 土器

B8SK8出 土 土器

B石 器 ・石製 品

調査 に よって出土 した石・器 ・石製 品は、石錺i2、石 錐1、 石匙1、 磨製石斧1、 石 棒状

石製 品1及 びたた き石 の7点 がすべ てである。

(1)石 鍛(図71.2)1はB-3SK1の 出土。全長1.6cmの 小形 品で、材質 はチ ャー ト

で ある。2は 、B-6P1に おいて確認 面か らの出土であ る。全長2.8cm、 材 質は安 山

岩 で ある。

(2)石 錐(図73)形 態 ・大 きさか ら石鍛 と間違 えやすい が、断面が厚 く楕 円形 とな

る ところが石itと 大 き く異 な る。先端部分 はかな り磨耗 している。安 山岩 製 で、

B-2SK1の 出土で ある。

(3)石 匙(図74)横 長の安 山岩製 の剥片 を用 いて、縁辺 を両面か ら加 工 して形状

を整 える とともにつ まみ部分 を作出 している。 刃部 は直線的 に加 工す ることな く、

剥片 の鋭 い縁辺 をそのまま使用 してい るよ うで ある。裏 面

の剥離痕 は使用 によるもの と思われ る。B-8SK1の 出土で あ

る。

(4)磨 製石斧(図75)中 ほ どで先端部 を欠損 してい るが、

蛇紋岩製 の磨製石斧で ある。B-9Sk1の 出土。

(5)石 棒状石製 品(図76)全 長25.6cmを はか る。前面 に軽

い磨 きがかか り、部分 的に平面的 に磨かれてい る。:石棒・と

す るには明確 な形状 とは思われないので 「石棒状」とした。

(6)た たき石 写真B3区SK3の 出土である。両端 に叩 き打痕

を とどめる。 下端左側 に1cmほ どの磨 面が認 め られ る。

たたき石
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図9出 土石器実測図(1～41/25・61/4)

出土石器
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第4章 ま とめ

東原遺跡は、歴史的環境の項でも触れたとおり古くから知られている遺跡で、長野県

下でも有数の縄文時代後期の遺跡である。これまでの調査に基づけば、今回の調査地は

遺跡の中心部分であり、本調査により東原遺跡はほぼすべてが失われたと考えられる。

これまでの調査と併せ知 り得た事実は多いが、時間的な制約もあり本稿ではその一端

について触れることとしたい。

東原遺跡は縄文時代後期の遺跡で、その中心は土器型式として加曾利B式 期を中心 と

した年代である。現在は遺跡地に堤防が築かれたが、もとは千曲川を望む微高地にあり

遺跡地に浸水することはなかった。ただし、縄文時代に地震があり、それによって下流

域で千曲川が堰き止められ、東原の縄文ムラは一一時湖の中に沈んだ。そのため、本微高

地は土砂の堆積が進み、より微高地になったと推定される。

東原の縄文後期のムラは、北に山地をひかえ、南東側前面は千曲川河岸に接している。
一般的に縄文時代の生業として狩猟 ・植物採集 ・漁携が挙げられるが、本遺跡の既出遺

物に軽石製の浮子や石錘が多く発見されており、他の遺跡であまり発見されていないこ

とを考慮すればかなり漁携への依存度が高かったのでは思われるのである。気候が冷涼

化する縄文時代後期には遺跡数が全国的激減にする中で、東原遺跡では遺物量の多さや

遺構から一定期間居住していたと考えられることから、千曲川での漁携活動が、ムラを

維持する上でかなり大きなウエイ トを占めていたのではないかと考えられるのである。

東原遺跡 では、様 々な遺構 が検 出 され てい るが、住居群 と墓域群及び祭 祀場等 の場所

が、明確 に区分 け され てい た と考 え られ る。今回の調査 で もそ うであ るが、家や墓 、祭

祀場 な どが勝手 に構築 され るのではな く、一定 の空間 に定 め られて作 られてい ると考 え

られ るのであ る。本稿で は、詳 細に述 べ ることはできないが、千 曲川 を前面 として住居

と祭祀場 が分 かれ てあ り、その後部 を取 り巻 くよ うに墓域が め ぐるよ うである。今 回の

調査 区はま さに家 の周 囲を取 り巻 く墓域 の空 間で あった と考 え られ る。この ことについ

て、別 に稿 を起 こして責 を果 た したい と考 えてい る。

最後となったが、本調査にあたり委託機関の長野県北信建設事務所、地元桑名川区(田

中信明区長)、並びに調査に参加いただいた作業員の皆様に記して厚く御礼を申し上げ

る。
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